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  本稿ではまず第一に、RP という概念やその学校への導入に至る経緯を述べて、理論的な
位置づけを考察する。第二に、ゼロトレランスの問題点が多数指摘される一方で、関心が

















































  米国内においても、RP は盛んに行われている地域がある。学区、市、あるいは州単位で
取り組む所も出てきている。後述のミネソタ州での例などである。 
2 心理学的な位置づけ
  RJ の初期における実践を支える理論は、犯罪学や社会学の領域から生まれたものだとい
う（Evans & Vaandering, 2016)。教育や心理学の領域での今日の RP を、どういう枠組みで
捉えると良いだろうか。 
・人間科学としての RP








 IIRP では RP とは「人間関係とコミュニティの科学である」と位置づけられている。大
学院が設置されており、修士号も取れる（2019 年の修了者を含め、既に 208 名の修士号を
出している）。なお、RP は A Science of Human Dignity（人間の尊厳の科学）である、とも







Chinman, Ebener, Phillips, Xenakis, & Malone, 2016）。感情の表出がもたらす効果は複雑だ
から、これはやや楽観的な仮定にみえる。 









































  教育省は近年、その指針で「ZT は柔軟性に欠けており、適切な処分が選択できない可能
性がある」と指摘した（U.S. Department of Education, 2014）。そして、「指導的なアプロー
チ」を取って、適切な行動を引き出すよう求めている。その例として RJ を挙げて、停学や
退学といった排除的な方法よりも効果的ではないかと示唆した。 
















図１ 「２校の物語」 修復的実践とゼロトレランスとの対比（Flannery, 2014） 
2 PBIS と RP










ポジティブに良い所を伸ばそうとする点は共通している。PBIS と RP とを統合、あるいは




















 また、ミネソタ州の RJ ガイドブック（注４）には、三角形（図 2）が登場する。RJ の図だ












  図２ RP の３層構造 （ミネソタ大学、2013）
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  ３ 日本における RP
  日本の学校では伝統的に、「学級づくり」が重要視されてきた。PISA（2015 年）では、
初めて「協同問題解決能力調査」が行われて、日本は OECD 加盟国（32 か国）中１位にな
った。また、学級雰囲気も OECD 諸国でトップクラスである（笹尾・宇田、2019）。RP を
実施する土台自体は、日本の学校文化に既に根付いているとみるべきであろう。 







  学校経営の方針として、「RP あるいは RJ を採用する」ことを表明している学校も出て
きている。例えば東京都台東区立駒形中学校の H30 年度経営計画では、「健全育成」の具
















































この質問への回答は加害者や他の人たちと話し合います。  ・・・ 以下略 
  ２ RP 導入の効果







ド学校区（OUSD)にある Cole ミドルスクールでの実践である。この学校では RJ を 2007 年
に全校で導入した。生徒たちが自ら RJ を主導するなど、積極的な活用が進んだ。
この結果、停学者は 87％低下し、退学者はゼロになった。図３は 2004 年度から 2008 年
度までの推移で、左が停学者数、右が退学者数（ともに 100 人あたり）。上で始まる線が
Cole ミドルスクール、下の濃い線が OUSD である（Sumner ら,2010)。
図３ Cole ミドルスクールにおける停学・退学者数の推移（Sumner ら,2010)
RJ 導入前に Cole ミドルスクールは、学区全体と比較して停学・退学ともに２倍以上あ




最後に、近年 RAND 研究所が、ランダム化比較（RCT)による RP の効果実験を初めて
２件実施した。まず第 1 のメイン州での研究（Acosta et al., 2016）では２年間、州内にあ
る 14 校のミドルスクールのうち７校が RPI（注７）実施校、７校が非実施校にランダムに割
り当てられた。しかし、期間中 RP をより多用したと事後に回答した実施校教員は３分の
1 に留まり、生徒の RP を受けた認識にも両群間で差が出なかった。また、学校雰囲気や
停学率など結果にも有意差はなかった(Acosta, 2019)。第 2 に、より大規模な研究
（Augustine, Engberg, Grimm, Lee, Wang, Christianson, &  Joseph, 2018）がピッツバーグ
でなされた。ここでは、州の公立学校区（PPS)内の 44 校を実施校と非実施校とにランダ














反に対する排除的な指導を減らして、学区全体で PBIS を実施した。10 年前と較べると停




年から 2013 年にかけて、停学率は 10.58％から 5.63％に減少した。
・カリフォルニア州オークランド市： 2005 年から修復的アプローチを実施。停学率は
87％減少した。この実践を広めて、2020 年には K-12 の全学校で実施する計画である。
・カリフォルニア州ヴァレジョ市： 2011 年、修復的アプローチと SW－PBIS、

































る指導があっても良い。そうなれば、まさに「ポジティブ生徒指導」としての RP である。 
ポジティブ生徒指導が登場したからと言って、罰や停学に頼る ZT が直ちに消え去るこ
とはない。しかし、従来の罰則を中心としたゼロトレランスと停学処分から、よりポジテ





  １ マオリ族は伝統的に紛争をおさめるため、hui と呼ばれる特有の会合をしていた。被
害者、加害者のほかに村の長老なども参加して話し合い、その後一緒に軽食を取るという
形式だった。つまり、RJ の先駆けとなる実践である。     ．
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生徒へ修復的実践を適用する」Applying Restorative Practices to Minneapolis Public Schools 
Students Recommended for Possible Expulsion．   
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 ７ RPI(I は intervention)とは、国際組織 IIRP が 1999 年に示した 11 の要点をおさえた
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